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                                        ※右欄の P は R5熊本県石油コンビナート等防災計画の該当ページ 

修正前 修正後 修正理由等 P 

第２章 防災体制の確立 第２章 防災体制の確立   

第１節 組織の整備 

（２）八代市 

 

第１節 組織の整備 

（２）八代市 

 

 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【計画編】 新旧対照表（令和６年５月） 

②八代市消防団（八代方面隊） R6.2.1現在

指揮者 校区名 分団名 実 数 消 防 担 当 区 域

第 １
出町、通町、鷹辻町、袋小路町、宮之町、千仏町、南松江町、

北松１、北松２、袋町、松江本町、二之町、長町

第 ２
淵原町、北荒神町、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、紺

屋町、中島町、東松江城町、西松江城町、徳淵町

八 代 第 ３ 18
南荒神町、船大工町、東塩屋町、中塩屋町、北塩屋町、八幡町、蛇

籠町、港町、建馬町、新開町、築添町、新港町１丁目～４丁目

第 ４

興国、久保、水戸、上西、萩原松馬場、天神、栄、中、西通、楠、

浪川、大手、横手上、毘舎丸、横手下、横手松馬場、清水、老松、

緑、若草、花園、旭中央通り、黄金、弥生、錦、末広、夕葉各町

第 ５ 東片町、上片町、中片町、西片町、上日置町

第 ６ 長田町、日置町、井上町、島田町、竹原町

第 21 妙見町、宮地町、西宮町

第 22 古麓町

宮地東 第 23 14 東町

龍 峯 第 31 108 川田町東、川田町西、興善寺町、岡町小路、岡町中、岡町谷川

第９ 松崎町、河原町、永碇町、高小原町

第１０ 高島町、沖町、井揚町

第１１ 大島町

第１２ 大村町、海士江町、上野町

第１３ 古閑上町、古閑中町、古閑下町、古閑浜町、田中町

第１９
郡築一番町、郡築二番町、郡築三番町、郡築四番町、郡築五番町、

郡築六番町

第２０
郡築七番町、郡築八番町、郡築九番町、郡築十番町、郡築十一番

町、郡築十二番町

昭和 第２７ 39 昭和日進町、昭和明徴町、昭和同仁町

麦島 第７ 28 迎町、古城町、千反町、中北町、麦島東町、麦島西町、植柳新町

植柳 第８ 24 植柳上町、植柳下町、植柳元町、大福寺町

第１４ 豊原上町、豊原中町、豊原下町、奈良木町、渡町

第１５ 高下東町、高下西町、本野町、平山新町

第１６ 敷川内町、催合町、揚町

第１７ 水島町、高植本町

第１８ 鼠蔵町、三江湖町、北原町、葭牟田町、南平和町、北平和町

第２４
日奈久大坪町、日奈久新田町、日奈久山下町、日奈久塩北町、日

奈久竹之内町、日奈久新開町

第２５ 日奈久塩南町、日奈久浜町、日奈久東町、日奈久中町

第２６
日奈久上西町、日奈久中西町、日奈久下西町、日奈久馬越町、日

奈久平成町

第２８ 二見洲口町

第２９ 二見本町、二見赤松町

第３０ 二見下大野町、二見野田崎町

全校区 本部 28 八代全校区

32 986
 (注)団員の総数998人(隊長1人、副隊長5人、指導員5人、団員1人 、

計12人含む)

副隊長・指導員

代 陽 43

副隊長・指導員

太田郷 114

宮地 30

副隊長・指導員

松高 86

八千把 67

郡築 100

計

副隊長・指導員
高田 55

金剛 126

副隊長・指導員

日奈久 52

二見 54

②八代市消防団（八代方面隊） R4.4.1現在

指揮者 校区名 分団名 実 数 消 防 担 当 区 域

第 １
出町、通町、鷹辻町、袋小路町、宮之町、千仏町、南松江町、

北松１、北松２、袋町、松江本町、二之町、長町

第 ２
淵原町、北荒神町、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、紺

屋町、中島町、東松江城町、西松江城町、徳淵町

八 代 第 ３ 18
南荒神町、船大工町、東塩屋町、中塩屋町、北塩屋町、八幡町、蛇

籠町、港町、建馬町、新開町、築添町、新港町１丁目～４丁目

第 ４

興国、久保、水戸、上西、萩原松馬場、天神、栄、中、西通、楠、

浪川、大手、横手上、毘舎丸、横手下、横手松馬場、清水、老松、

緑、若草、花園、旭中央通り、黄金、弥生、錦、末広、夕葉各町

第 ５ 東片町、上片町、中片町、西片町、上日置町

第 ６ 長田町、日置町、井上町、島田町、竹原町

第 21 妙見町、宮地町、西宮町

第 22 古麓町

宮地東 第 23 14 東町

龍 峯 第 31 109 川田町東、川田町西、興善寺町、岡町小路、岡町中、岡町谷川

第９ 松崎町、河原町、永碇町、高小原町

第１０ 高島町、沖町、井揚町

第１１ 大島町

第１２ 大村町、海士江町、上野町

第１３ 古閑上町、古閑中町、古閑下町、古閑浜町、田中町

第１９
郡築一番町、郡築二番町、郡築三番町、郡築四番町、郡築五番町、

郡築六番町

第２０
郡築七番町、郡築八番町、郡築九番町、郡築十番町、郡築十一番

町、郡築十二番町

昭和 第２７ 40 昭和日進町、昭和明徴町、昭和同仁町

麦島 第７ 38 迎町、古城町、千反町、中北町、麦島東町、麦島西町、植柳新町

植柳 第８ 25 植柳上町、植柳下町、植柳元町、大福寺町

第１４ 豊原上町、豊原中町、豊原下町、奈良木町、渡町

第１５ 高下東町、高下西町、本野町、平山新町

第１６ 敷川内町、催合町、揚町

第１７ 水島町、高植本町

第１８ 鼠蔵町、三江湖町、北原町、葭牟田町、南平和町、北平和町

第２４
日奈久大坪町、日奈久新田町、日奈久山下町、日奈久塩北町、日

奈久竹之内町、日奈久新開町

第２５ 日奈久塩南町、日奈久浜町、日奈久東町、日奈久中町

第２６
日奈久上西町、日奈久中西町、日奈久下西町、日奈久馬越町、日

奈久平成町

第２８ 二見洲口町

第２９ 二見本町、二見赤松町

第３０ 二見下大野町、二見野田崎町

全校区 本部 35 八代全校区

32 1057  (注)団員の総数1069人(隊長1人、副隊長5人、指導員5人、団員1人 、計12人含む)

60

計

32

87

72

111

55

125

高田

金剛

副隊長・指導員

副隊長・指導員

日奈久

二見

宮地

松高

八千把

郡築

副隊長・指導員

56

代 陽

副隊長・指導員

57

太田郷 123

副隊長・指導員
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修正前 修正後 修正理由等 P 

（５）熊本県警察 

   災害の発生するおそれ、または発生した場合における組織お

よび動員については、次によるものとする。 

 ア 組織 

 

 イ 動員 

動員種別 動員内容 

第１号動員 

八代警察署、機動隊、交通機動隊、航空隊、

機動捜査隊、機動鑑識班、機動警察通信隊 

及び第２機動隊 

第２号動員 八代警察署、機動隊、交通機動隊、航空隊 

第３号動員 八代警察署 

 
 
第２節 特定事業者の責務及び防災関係機関の防災業務の大綱 

２ 防災関係機関の防災業務の大綱 

県、八代市及び特定地方行政機関を始めとする防災関係機関

は、事業所の防災指導等災害予防措 置に努めるとともに、災害

時においては、相互に連絡調整をとり一体となって、災害情報の

収集伝 達活動の実施等迅速、的確な災害対策ができるよう努め

るものとする。 

各機関の防災業務の大綱は次のとおりである。 

 

 

（５）熊本県警察 

   災害の発生するおそれ、または発生した場合における組織お

よび動員については、次によるものとする。 

 ア 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 動員 

配 置 基 準 部 隊 等 

災害の発生を認知したとき 
八代警察署、警備第二課、

捜査第一課 

深刻な被害が発生又は災害が

拡大する恐れがあるとき 
八代警察署、県警察本部 

災害において人的被害が発生し、

救出救助等の必要があるとき 

八代警察署、県警察本部、

県警察警備実施部隊 

 

第２節 特定事業者の責務及び防災関係機関の防災業務の大綱 

２ 防災関係機関の防災業務の大綱 

県、八代市及び特定地方行政機関を始めとする防災関係機関

は、事業所の防災指導等災害予防措 置に努めるとともに、災害

時においては、相互に連絡調整をとり一体となって、災害情報の

収集伝 達活動の実施等迅速、的確な災害対策ができるよう努め

るものとする。 

各機関の防災業務の大綱は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

規程改正等によ

る、部隊編成等の

変更 

 

 

 

 

 

 

規程の改正等によ

る、部隊運用方法

等の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

修正前 修正後 修正理由等 P 

機関名 防災業務の大綱 

２ 熊本労働局 (1) 関係事業場の労働災害防災対策の

監督指導に関すること。 

(2) 関係事業場の労働安全衛生教育の

指導に関すること 

(3) その他所管事項に関すること 
 

機関名 防災業務の大綱 

２ 熊本労働局 (1) 関係事業場の労働災害防災対策の

監督指導等に関すること。 

(2) その他所管事項に関すること 

 

 

 

Ｒ５年度計画にお

ける(１)(２)を統

合 

２９ 

 

 

第３章 災害予防計画 第３章 災害予防計画   

第６節 関係行政機関の指導・助言 

４ 熊本労働局 

 (1)総合的安全管理体制の監督指導 

 (2)建設物の新設計画に対する審査の強化 

 (3)一般安全衛生教育の撤廃 

(4)標準作業規定の作成及び内容の撤廃 

(5)定期自主検査の撤廃 

 

 

第６節 関係行政機関の指導・助言 

４ 熊本労働局 

 (1)総合的安全管理体制の確立に関する指導・助言 

 (2)共有設備等の保守点検制度の確立に関する指導・助言 

 (3)リスクアセスメントの実施に関する指導・助言 

(4)作業標準（非定常作業を含む）の作成及び内容の周知に関す

る指導・助言 

(5)安全衛生教育に関する指導・助言 

 

 

現況の表現に変更 

 

３６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【計画編】 新旧対照表（令和６年５月） 
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修正前 修正後 修正理由等 P 

第２章 防災体制の確立 第２章 防災体制の確立   

１ 八代地区特別防災区域図 

 

 

 

 

 

 

１ 八代地区特別防災区域図 

 

 

 

 

 

 

 

タンク廃止やメガ

ソーラー新設等に

よる修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

特別防災区域

屋外タンク

防油堤

ガスタンク

臨
港

線

ﾆﾔｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ八代事業所
ﾆﾔｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

八代事業所

共同防災センター（陸上）

まるしん運送

ENEOS八代メガソーラー発電所

ジャパンオイルネットワーク
八代油槽所

ジャパンオイルネットワーク

八代油槽所 （Ｂ庫）

Ｍｉｓｕｍｉ八代支店
東西オイルターミナル
八代油槽所Ａ地区（本庫）

東西オイルターミナル
八代油槽所Ａ地区（分庫）

東西オイルターミナル 八代油槽所 Ｂ地区

松藤商事

上野輸送

ＥＮＥＯＳグローブエナジー（株）

共同防災（海上）

共同防災屋外給
水施設

ク

リ
l
ク

ジャパンオイルネットワーク

東西オイルターミナル Ｂ 桟橋

東西オイルターミナル Ａ 桟橋

Ｍｉｓｕｍｉ（ガス）

八代海（不知火海）

昭和瀝青工業（株）
八代油槽所

松木運輸(株)危険物倉庫

共同防災屋外給水タンク

貯水タンク

（株）斉藤リサイクルサービス

ガスタンク

屋外タンク

特別防災区域

臨
港

線

ﾆﾔｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ八代事業所
ﾆﾔｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

八代事業所

共同防災センター（陸上）

まるしん運送

ENEOS八代メガソーラー発電所

ジャパンオイルネットワーク
八代油槽所（A構内）

ジャパンオイルネットワーク
八代油槽所 （Ｂ構内）

Ｍｉｓｕｍｉ八代支店
東西オイルターミナル
八代油槽所Ａ地区（本庫）

東西オイルターミナル
八代油槽所Ａ地区（分庫）

東西オイルターミナル 八代油槽所 Ｂ地区

松藤商事

上野輸送

ＥＮＥＯＳグローブエナジー（株）

共同防災（海上）

共同防災屋外給

水施設

ク
リ
l
ク

ジャパンオイルネットワーク

東西オイルターミナル Ｂ 桟橋

東西オイルターミナル Ａ 桟橋

Ｍｉｓｕｍｉ（ガス）

八代海（不知火海）

昭和瀝青工業（株）
八代油槽所

松木運輸(株)危険物倉庫

共同防災屋外給水タンク

貯水タンク

（株）斉藤リサイクル

サービス

ENEOS八代第２メガソーラー発電所
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修正前 修正後 修正理由等 P 

２  八代地区特別防災区域内事業所一覧表 

 
３ 特定事業所における危険物施設一覧表 

 (1)事業所名 東西オイルターミナル㈱八代油槽所   Ｎｏ.１ 

 

２ 八代地区特別防災区域内事業所一覧表 

 

３ 特定事業所における危険物施設一覧表 

 (1)事業所名 東西オイルターミナル㈱八代油槽所   Ｎｏ.１ 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯 蔵 取 扱
（ ） は 石 油 類 数 量

７９Ｄ１－ KL ｍ ｍ

1 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 499 S43.9.9 9.700 6.770 固定型

2 〃 ２号ﾀﾝｸ 〃 995 〃 11.640 10.714 〃

3 〃 ３号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 1,325 〃 13.510 10.655 内部浮ぶた

4 〃 ４号ﾀﾝｸ 〃 478 〃 7.760 10.724 固定型

5 〃 ５号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 748 〃 9.700 10.754 〃

6 〃 ６号ﾀﾝｸ 〃 748 〃 9.700 10.754 〃

7 〃 ７号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 996 〃 11.640 10.684 〃

8 〃 ８号ﾀﾝｸ 潤 滑 油 (4) 188 〃 5.820 7.700 〃

9 〃 ９号ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 3,300 S45.4.18 19.730 12.220 〃

10 〃 １１号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 9 S48.5.16 1.940 3.119 〃

備　考

年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

(　Ａ地区本庫　）

番

号

施 設 区 分

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可 屋　　外　　タ　　ン　　ク

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

敷地面積

第 １ 石 油 類 第 ２ 石 油 類 第 ３ 石 油 類 第 ４ 石 油 類 （㎡） 昼　間 夜　間 基 ト ン 数

ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ

ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ
LPG 700.000ｔ LPG 700.000ｔ LPG (3)

ｱｽﾌｧﾙﾄ (2)第1類、第5類　1,280t 第1類、第5類　1,280t

運送業 1,080.000 1,080.000

10

16,546
第1類、第5類　1,280t

事　　　業　　　所　　　名 種　　　別 業　　　種
石    油    類    の    取    扱    量    及    び    貯    蔵    量  　（　K　L　）

700.000ｔ

松木運輸株式会社

LPG

特

定

事

業

所

東 西 オ イ ル タ ー ミ ナ ル ㈱
第 １ 種 事 業 所 石油類卸売 67,606.000

石油類保管並びに
受払作業の請負

28,844.400

小　　　　　　　　　　計

従業員等（人）

33,547.800 17,849.000 296.000

危 険 物 等 施 設

59,555 13

係 留 施 設

総 計 指定可燃物等（ｔ） 屋外タンク

2 44 34 215,913.200

16,297 7

3,000
八 代 油 槽 所

ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟ ﾝ ｵ ｲ ﾙ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ㈱
第 １ 種 事 業 所 2 19 15 1 2,000

八 代 油 槽 所
7,127.0008,766.600 12,950.800

㈱ Ｍ ｉ ｓ u ｍ ｉ
第 ２ 種 事 業 所 ＬＰガス　卸・小売 LPG (700.000ｔ)

八 代 支 店
4,406 13

LPG 700.000ｔ
2 LPG (3) 1 1,500

80,258 33 6 63
96,450.400

24,679.800 46,498.600 24,976.000 296.000 4 6,500
LPG 700.000ｔ LPG

49

(3)

1,080.000 930.000
4,170.000

第1類、第5類　1,280t
303

0

330 12

116 0

14.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ 0 1
1

6 0

1
1

14
ｱｽﾌｧﾙﾄ

1,790

道　　　　　　　　　　路

ツバメ輸送(株)八代営業所（撤退）

2,982

20.000

0.000

そ

の

他

の

事

業

所

八 代 地 区 共 同 防 災 セ ン タ ー 共 同 防 災 4

8,798

342 4

㈱ ﾆ ﾔ ｸ ｺ ｰ ﾎ ﾟ ﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ
運送業 20.000

九 州 支 店 八 代 事 業 所

八 代 営 業 所

1 1

〃 20.000 20.000

76

1 1567

八 代 石 油 基 地 営 業 所

26
松 藤 商 事 ㈱

14

八 代 営 業 所

仁 徳 海 運 ㈲
海運業 0.000 13

1,324

上 野 輸 送 ㈱
運送業 9.600

ま る し ん 運 送 ㈱

八 代 事 業 所

運送業 0.000

9.600 7,619

ｱｽﾌｧﾙﾄ (2)

昭 和 瀝 青 工 業 ㈱ 14.000
4,858

八 代 油 槽 所

972
八 代 営 業 所 0.000ｔ

2,610.000ｔｱｽﾌｧﾙﾄ

1,129.600
第1類、第5類　1,280t

ENEOS グ ロ ー ブエ ナ ジ ー（ 株）
ＬＰガス  卸・小売

0.000

（ 株 ） 斉 藤 リ サ イ ク ル サ ー ビ ス

50,355 153 9 7
第1類、第5類　1,280t

小　　　　　　　　　　計
4,233.600

1,080.000
(2)

県   有   地   （   空   地   ）

1,094.000 930.000

東燃ゼネラル（撤退）

0.000 0.000 0.000

9,912

11,636

26,320小　　　　　　　　　　計 0.000

合　　　　　　　　　　　　　　計

100,684.000

25,759.800 47,628.200

50

5 6,51426,070.000 1,226.000 156,933 186 15 70

9,000
ENEOS 八 代 メ ガ ソ ー ラ ー
発 電 所

貯 蔵 取 扱
（ ） は 石 油 類 数 量

７９Ｄ１－ KL ｍ ｍ

1 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 499 S43.9.9 9.700 7.650 固定型

2 〃 ２号ﾀﾝｸ 〃 995 〃 11.640 10.714 〃

3 〃 ３号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 1,325 〃 13.510 10.655 内部浮ぶた

4 〃 ４号ﾀﾝｸ 〃 478 〃 7.760 10.724 固定型

5 〃 ５号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 748 〃 9.700 10.754 〃

6 〃 ６号ﾀﾝｸ 〃 748 〃 9.700 10.754 〃

7 〃 ７号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 996 〃 11.640 10.684 〃

8 〃 ８号ﾀﾝｸ 潤 滑 油 (4) 188 〃 5.820 7.700 〃

9 〃 ９号ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 3,300 S45.4.18 19.730 12.220 〃

10 〃 １１号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 9 S48.5.16 1.940 3.119 〃

番

号

施 設 区 分

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可 屋　　外　　タ　　ン　　ク

備　考

年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

(　Ａ地区本庫　）

敷地面積

第 １ 石 油 類 第 ２ 石 油 類 第 ３ 石 油 類 第 ４ 石 油 類 （㎡） 昼　間 夜　間 基 ト ン 数

ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ

ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ ｱｽﾌｧﾙﾄ 2,610.000ｔ
LPG 700.000ｔ LPG 700.000ｔ LPG (3)

ｱｽﾌｧﾙﾄ (2)

ENEOS 八 代 メ ガ ソ ー ラ ー
発 電 所

9,000

古物商
（リサイクル業）

64

3,300

44,732.200

50

5 6,51425,652.000 1,226.000 150,321 186 15

0.000 0.000 0.000

合　　　　　　　　　　　　　　計

97,370.000

25,759.800

1,094.000 930.000
第1類、第5類　1,280t

2,982

小　　　　　　　　　　計 0.000

11,636

16,4080.000

1,129.600
第1類、第5類　1,280t

県   有   地   （   空   地   ）

（ 株 ） 斉 藤 リ サ イ ク ル サ ー ビ ス

4,233.600
1,080.000

(2)
53,655 153 9 7

0.000ｔ

ENEOS グ ロ ー ブエ ナ ジ ー（ 株）
ＬＰガス  卸・小売

0.000

04,858

小　　　　　　　　　　計

972
八 代 営 業 所

昭 和 瀝 青 工 業 ㈱ 14.000

八 代 油 槽 所 2,610.000ｔｱｽﾌｧﾙﾄ

9.600

ｱｽﾌｧﾙﾄ (2)
1

1
2,610.000ｔ

上 野 輸 送 ㈱
運送業 9.600

ま る し ん 運 送 ㈱

八 代 事 業 所

運送業 0.000
八 代 営 業 所

仁 徳 海 運 ㈲
海運業 0.000 3

八 代 石 油 基 地 営 業 所
12

1,324 0

26567
八 代 営 業 所

松 藤 商 事 ㈱
1 1〃 20.000

1 176
㈱ ﾆ ﾔ ｸ ｺ ｰ ﾎ ﾟ ﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ

運送業 20.000
九 州 支 店 八 代 事 業 所

8,798

342 4

そ

の

他

の

事

業

所

八 代 地 区 共 同 防 災 セ ン タ ー 共 同 防 災

14.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ

道　　　　　　　　　　路

ツバメ輸送(株)八代営業所（撤退）

4

14
ｱｽﾌｧﾙﾄ

1

1,790

1

1

6 0

141

7,619 16 0

10

16,546

330

1,080.000 930.000
4,170.000

第1類、第5類　1,280t
303

4 6,500
LPG 700.000ｔ LPG

46

(3)
80,258 33 6 57

93,136.400
24,679.800 43,602.600 24,558.000 296.000

2 LPG (3) 1 1,5004,406 13
LPG 700.000ｔ

ＬＰガス　卸・小売 LPG (700.000ｔ)
八 代 支 店

15 1 2,000
八 代 油 槽 所

7,127.0008,766.600 12,950.800 16,297 7

3,000
八 代 油 槽 所

ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟ ﾝ ｵ ｲ ﾙ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ㈱
第 １ 種 事 業 所 2 19

係 留 施 設

総 計 指定可燃物等（ｔ） 屋外タンク

2 38 31 215,913.200

従業員等（人）

30,651.800 17,431.000 296.000

危 険 物 等 施 設

59,555 13
特

定

事

業

所

東 西 オ イ ル タ ー ミ ナ ル ㈱
第 １ 種 事 業 所 石油類卸売 64,292.000

石油類保管並びに
受払作業の請負

28,844.400

小　　　　　　　　　　計

㈱ Ｍ ｉ ｓ u ｍ ｉ

業　　　種
石    油    類    の    取    扱    量    及    び    貯    蔵    量  　（　K　L　）

700.000ｔ

松木運輸株式会社 運送業 1,080.000

LPG

第 ２ 種 事 業 所

第1類、第5類　1,280t 第1類、第5類　1,280t

第1類、第5類　1,280t

事　　　業　　　所　　　名 種　　　別

1,080.000

20.000

20.000
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修正前 修正後 修正理由等 P 
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貯 蔵 取 扱

（ ） は 石 油 類 数 量

７９Ｄ１－ KL ｍ ｍ

19 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １４号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 9,900 S46.2.16 32.940 12.378 固定型

20 〃
７９Ｄ－ １５
ﾀ ﾝ ｸ

重 油 (3) 918 S54.2.16 11.640 9.237 〃

21 〃
７９Ｄ－ １６
ﾀ ﾝ ｸ

〃 920 S57.8.9 11.640 9.237 〃

22 〃
７９Ｄ－ １７
ﾀ ﾝ ｸ

〃 920 〃 11.640 9.222 〃

12,658

合 計 （Ａ地区分庫） 12,658

合計（Ａ地区） 危 険 物 40,891.000

（小　　　　計）

備　考
年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

屋　　外　　タ　　ン　　ク

(　Ａ地区分庫　）

番

号

施 設 区 分

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

11 〃 101 重 油 (3) 990 S43.8.17 10.640 12.180 〃

12 〃 102 灯 油 (2) 1,580 〃 13.560 12.155 〃

13 〃 103 ガ ソ リ ン (1) 1,965 〃 15.500 12.165 〃

14 〃 104 重 油 （ 3) 990 〃 10.640 12.186 〃

15 〃 105 ガ ソ リ ン (1) 300 〃 6.770 9.140 〃

15,111.00

ガ ソ リ ン (1) 1.60
軽 油 (2)

灯 油 (2)

重 油 (3) 1.00

4.00

ガ ソ リ ン (1) 2,000 S43.9.9
軽 油 (2)

灯 油 (2)

重 油 (3) 1,300
潤 滑 油 (4) 18

5,118.000

ガ ソ リ ン (1) 2,500 S49.4.30
軽 油 (2)

灯 油 (2)

重 油 (3) 2,000

8,000

（小　　　　計）

16 屋内貯蔵所 H26.2.131.40

（小　　　　計）

17 一般取扱所
ﾛｰﾘｰ積場
及 び ﾄﾞ ﾗﾑ
充 て ん 所

（小　　　　計）

18 移 送 取 扱 所 桟 橋

28,233.000

1,800

3,500

（小　　　　計）

合計 （Ａ地区本庫）

貯 蔵 取 扱
（ ） は 石 油 類 数 量

７９Ｄ１－ KL ｍ ｍ

19 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １４号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 9,900 S46.2.16 32.940 12.378 固定型

20 〃
７９Ｄ－ １５
ﾀ ﾝ ｸ

重 油 (3) 918 S54.2.16 11.640 9.237 〃

21 〃
７９Ｄ－ １６
ﾀ ﾝ ｸ

〃 920 S57.8.9 11.640 9.237 〃

22 〃
７９Ｄ－ １７
ﾀ ﾝ ｸ

〃 920 〃 11.640 9.222 〃

12,658

23 屋 外 貯 蔵 所 第 ３ 石 油 類 18 H5.8.25

24 〃 第 ２ 石 油 類 18 〃

25 〃 〃 18 〃

54

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可

（小　　　　計）

備　考

年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

屋　　外　　タ　　ン　　ク

(　Ａ地区分庫　）

番

号

施 設 区 分

（小　　　　計）

11 〃 101 重 油 (3) 990 S43.8.17 10.640 12.180 〃

12 〃 102 灯 油 (2) 1,580 〃 13.560 12.155 〃

13 〃 103 ガ ソ リ ン (1) 1,965 〃 15.500 12.165 内部浮ぶた

14 〃 104 重 油 （ 3) 990 〃 10.640 12.186 〃

15 〃 105 ガ ソ リ ン (1) 300 〃 6.770 9.140 〃

15,111.00

ガ ソ リ ン (1) 1.60
軽 油 (2)

灯 油 (2)

重 油 (3) 1.00

4.00

ガ ソ リ ン (1) 2,000 S43.9.9
軽 油 (2)

灯 油 (2)

重 油 (3) 1,300
潤 滑 油 (4) 18

5,118.000

ガ ソ リ ン (1) 2,500 S49.4.30
軽 油 (2)

灯 油 (2)

重 油 (3) 2,000

8,000

3,500

（小　　　　計）

合計 （Ａ地区本庫） 28,233.000

1,800

（小　　　　計）

18 移 送 取 扱 所 桟 橋

（小　　　　計）

17 一般取扱所
ﾛｰﾘｰ積場
及 び ﾄﾞ ﾗﾑ
充 て ん 所

（小　　　　計）

16 屋内貯蔵所 H26.2.131.40
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修正前 修正後 修正理由等 P 

 

Ｎｏ.３ 
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５８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

合 計 （Ａ地区分庫） 12,712

合計（Ａ地区） 危 険 物 40,945.000

貯 蔵 取 扱

（ ） は 石 油 類 数 量

（ Ｂ 地 区 ）

KL ｍ ｍ

26 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １番ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 1,800 S48.10.17 13.560 13.700 内部浮ぶた

27 〃 ２番ﾀﾝｸ 〃 996 S44.7.16 11.640 10.640 〃

28 〃 ３番ﾀﾝｸ 〃 400 〃 8.710 7.620 固定型

29 〃 ４番ﾀﾝｸ 〃 400 〃 8.710 7.620 〃

30 〃 ５番ﾀﾝｸ 重 油 (3) 400 〃 8.710 7.620 〃 休止

31 〃 ７番ﾀﾝｸ 〃 990 S48.10.19 11.620 10.610 〃

32 〃 ８番ﾀﾝｸ 〃 900 S44.7.16 10.640 10.660 〃

33 〃 ９番ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 990 〃 11.620 10.540 〃

34 〃 １０番ﾀﾝｸ 〃 995 〃 11.620 10.560 〃 休止

35 〃 １１番ﾀﾝｸ 〃 995 〃 11.620 10.660 〃

36 〃 １３号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 1,862 S49.7.29 13.560 13.680 〃

37 〃 １４号ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 1,860 〃 13.560 13.680 〃

38 〃 １５号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 1,862 〃 13.560 13.700 〃

39 〃 １６号ﾀﾝｸ 〃 1,865 〃 13.560 13.700 〃 休止

40 〃 １７号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 1,862 〃 13.560 13.680 〃

18,177

41 屋 外 貯 蔵 所 ﾄﾞ ﾗ ﾑ 置場 潤 滑 油 (3) 40 H3.5.28 休止

〃 (4) 90

130

ガ ソ リ ン (1) 1.6
42 灯油・軽油(2) 1.4

重 油 (3) 1.0

4.0

番

号

施 設 区 分

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可 屋　　外　　タ　　ン　　ク

備　考

年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

（小　　　　計）

（小　　　　計）

屋内貯蔵所 危険物倉庫 H19.7.25

（小　　　　計）

貯 蔵 取 扱

（ ） は 石 油 類 数 量

（ Ｂ 地 区 ）

KL ｍ ｍ

23 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １番ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 1,800 S48.10.17 13.560 13.700 内部浮ぶた

24 〃 ２番ﾀﾝｸ 〃 996 S44.7.16 11.620 10.660 〃

25 〃 ３番ﾀﾝｸ 〃 400 〃 8.710 7.620 固定型

26 〃 ４番ﾀﾝｸ 〃 400 〃 8.710 7.600 〃

27 〃 ７番ﾀﾝｸ 重 油 990 S48.10.19 11.620 10.610 〃

28 〃 ８番ﾀﾝｸ 〃 900 S44.7.16 10.640 10.660 〃

29 〃 ９番ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 990 〃 11.640 10.660 〃

30 〃 １１番ﾀﾝｸ 〃 995 〃 11.620 10.660 〃

31 〃 １３号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 1,862 S49.7.29 13.560 13.680 〃

32 〃 １４号ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 1,860 〃 13.560 13.680 〃

33 〃 １５号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 1,862 〃 13.560 13.700 〃

34 〃 １７号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 1,862 〃 13.560 13.680 〃

14,917

35 屋 外 貯 蔵 所 ﾄﾞ ﾗ ﾑ 置場 潤 滑 油 (3) 40 H3.5.28 休止

〃 (4) 90

130

ガ ソ リ ン (1) 1.6
36 灯油・軽油(2) 1.4

重 油 (3) 1.0

4.0

ガ ソ リ ン (1) 750
灯油・軽油(2) 1,000
重      油 (3) 600

2,350

番

号

施 設 区 分

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可 屋　　外　　タ　　ン　　ク

備　考

年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

（小　　　　計）

（小　　　　計）

屋内貯蔵所 危険物倉庫 H19.7.25

（小　　　　計）

37 一 般 取 扱 所 ﾛｰﾘｰ積場 H3.4.17

（小　　　　計）
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修正前 修正後 修正理由等 P 

 

 (２)事業所名 ジャパンオイルネットワーク㈱八代油槽所 

 

 

 

 
 

 

 

 （２）事業所名 ジャパンオイルネットワーク㈱八代油槽所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

ガ ソ リ ン (1) 750
灯油・軽油(2) 1,000
重      油 (3) 600

2,350

ガ ソ リ ン (1) 2,000
灯油・軽油(2) 2,000
重      油 (3) 2,000

6,000

26,661.0

67,606.0

43 一 般 取 扱 所 ﾛｰﾘｰ積場 H3.4.17

（小　　　　計）

44 移 送 取 扱 所 桟 橋 S49.5.1

（小　　　　計）

合計（Ｂ地区）

総         計

貯 蔵 取 扱
（ ） は 石 油 類 数 量

KL ｍ ｍ

1 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １号ﾀﾝｸ ハイオクガソリン(1) 850 S43.6.6 10.650 10.680 内部浮ぶた

2 〃 ２号ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 1,710 〃 14.622 11.015 固定型

3 〃 ３号ﾀﾝｸ 〃 1,170 〃 12.188 10.705 〃

4 〃 ４号ﾀﾝｸ ハイオクガソリン(1) 375 〃 7.614 9.183 内部浮ぶた

5 〃 ５号ﾀﾝｸ 〃 323 〃 7.614 7.665 固定型

6 〃 ６号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 753 〃 9.139 12.160 〃

7 〃 ７号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 753 〃 9.139 12.160 〃

8 〃 ８号ﾀﾝｸ 〃 1,343 〃 12.184 12.216 〃

9 〃 ９号ﾀﾝｸ 軽 油 （ ２ ） 2,315 S45.3.26 15.500 13.660 内部浮ぶた

10 〃 １０号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 2,470 S46.2.15 15.500 13.850 固定型

11 〃 １１号ﾀﾝｸ 〃 2,580 〃 15.500 13.880 〃

12 〃 １２号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 1,825 S46.4.20 13.560 13.833 内部浮ぶた

13 〃 １３号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 483 〃 7.740 10.749 〃

14 〃 １４号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 2,678 S48.9.25 14.630 16.610 固定型

15 〃 １５号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 2,809 〃 17.070 12.938 内部浮ぶた

ガ ソ リ ン (1) 1.6

灯 油 軽 油 (2) 1.0

2.6

石油添加剤(2) 4.80 H21.12.7

4.80

番

号

施 設 区 分

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可 屋　　外　　タ　　ン　　ク

備　考
年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

（小　　　　計） 22,437

16 屋 内 貯 蔵 所 危険物倉庫 H21.7.16

（小　　　　計）

17 屋 外 貯 蔵 所 ドラム置場

（小　　　　計）

6,000

23,401.0

64,292.0

（小　　　　計）

合計（Ｂ地区）

総         計

貯 蔵 取 扱
（ ） は 石 油 類 数 量

KL ｍ ｍ

1 屋 外 タン ク 貯 蔵 所 １号ﾀﾝｸ ハイオクガソリン(1) 850 S43.6.6 10.650 10.680 内部浮ぶた

2 〃 ２号ﾀﾝｸ 軽 油 (2) 1,710 〃 14.622 11.015 固定型

3 〃 ３号ﾀﾝｸ 〃 1,170 〃 12.188 10.705 〃

4 〃 ４号ﾀﾝｸ ハイオクガソリン(1) 375 〃 7.614 9.183 内部浮ぶた

5 〃 ５号ﾀﾝｸ 〃 休止 〃 7.614 7.665 固定型

6 〃 ６号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 753 〃 9.139 12.160 〃

7 〃 ７号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 753 〃 9.139 12.160 〃

8 〃 ８号ﾀﾝｸ 〃 1,343 〃 12.184 12.216 〃

9 〃 ９号ﾀﾝｸ 軽 油 （ ２ ） 2,315 S45.3.26 15.500 13.660 内部浮ぶた

10 〃 １０号ﾀﾝｸ 灯 油 (2) 2,470 S46.2.15 15.500 13.850 固定型

11 〃 １１号ﾀﾝｸ 〃 2,580 〃 15.500 13.880 〃

12 〃 １２号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 1,825 S46.4.20 13.560 13.890 内部浮ぶた

13 〃 １３号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 483 〃 7.740 10.749 〃

14 〃 １４号ﾀﾝｸ 重 油 (3) 2,678 S48.9.25 14.630 16.610 固定型

15 〃 １５号ﾀﾝｸ ガ ソ リ ン (1) 2,809 〃 17.070 12.938 内部浮ぶた

ガ ソ リ ン (1) 1.6

灯 油 軽 油 (2) 1.0

2.6

石油添加剤(2) 4.80 H21.12.7

4.80

番

号

施 設 区 分

施設名称

（タンク番

号等）

危 険 物 名
許　　　　　　　　　可 屋　　外　　タ　　ン　　ク

備　考
年　　月　　日 直　径 高　さ 屋根型

（小　　　　計） 22,114

16 屋 内 貯 蔵 所 危険物倉庫 H21.7.16

（小　　　　計）

17 屋 外 貯 蔵 所 ドラム置場

（小　　　　計）
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修正前 修正後 修正理由等 P 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 （防災体制の確立）関係 第２章 （防災体制の確立）関係   

１ 熊本県石油コンビナート等防災本部員及び幹事名簿 

 （１）熊本県石油コンビナート等防災本部員名簿 

 本部長 熊本県知事 

 本部員 ２５名 

 （２）熊本県石油コンビナート等防災本部幹事名簿 

 幹事 １８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 職名 所在地 郵便番号 電話番号 

指定地方

行政機関 

熊本海上

保安部長 
（略） （略） 0964-52-3104 

区分 職名 所在地 郵便番号 電話番号 

幹事長 

(議長) 

熊本海上保安部 

警備救難課長 
（略） （略） 0964-52-3104 

１ 熊本県石油コンビナート等防災本部員及び幹事名簿 

 （１）熊本県石油コンビナート等防災本部員名簿 

 本部長 熊本県知事 

 本部員 ２５名 

 （２）熊本県石油コンビナート等防災本部幹事名簿 

 幹事 １８名 
 

区分 職名 所在地 郵便番号 電話番号 

指定地方

行政機関 

熊本海上

保安部長 
（略） （略） 0964-52-3104 

区分 職名 所在地 郵便番号 電話番号 

幹事長 

(議長) 

熊本海上保安部 

警備救難課長 
（略） （略） 0964-52-3104 

 

 

 

 

実情に即した修正 

 

 

 

 

 

 

実情に即した修正 

 

 

 

 

 

 

６８ 

 

 

 

 

 

 

６９ 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

ガ ソ リ ン (1) 700 H5.4.28

灯 油 (2)

軽 油 (2)

重 油 (3) 600 〃

2,000

ガ ソ リ ン (1) 1,400

灯油・軽油(2) 2,000

重      油 (3) 1,000

4,400

18 一 般 取 扱 所 ﾛｰﾘｰ積場 700 〃

（小　　　　計）

19 移 送 取 扱 所 桟 橋 S49.4.30

（小　　　　計）

合　　　　　　　　計 28,521.40

ガ ソ リ ン (1) 700 H5.4.28

灯 油 (2)

軽 油 (2)

重 油 (3) 600 〃

2,000

ガ ソ リ ン (1) 1,400

灯油・軽油(2) 2,000

重      油 (3) 1,000

4,400

合　　　　　　　　計 28,844.40

（小　　　　計）

19 移 送 取 扱 所 桟 橋 S49.4.30

（小　　　　計）

18 一 般 取 扱 所 ﾛｰﾘｰ積場 700 〃
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修正前 修正後 修正理由等 P 

第３章 （災害予防計画）関係 第２章 （防災体制の確立）関係   

１ 特定事業所等の防災要員、防災資機材等及び特定防災施設等の現況 

 (２)特別防災区域内事業所の防災機材等の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 特定事業所等の防災要員、防災資機材等及び特定防災施設等の現況 

 (２)特別防災区域内事業所の防災機材等の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

大 小

水

用

泡

用

基（ｔ） 基（KL) 基 個 個 ｍ 本 個 個 基 個 個 個 個 個 着 袋 Ｌ kg 基 艇 基

3 4 大4

(463) (7.8) 小6

2 2 大３

(103) (2.5) 小６

1

(350)

6 7 大7

(916) (11.9) 小12

松 木 運 輸 株 式 会 社 1(27) 2 4 188 20 × 4 2

1

(5)

㈱ ニ ヤ ク コ ー ポ レ ー シ ョ ン 5

松 藤 商 事 ㈱ 7

（ 有 ） 仁 徳 海 運 1 10 1 360 120

ま る し ん 運 輸 3

上 野 輸 送 ㈱ 3

昭 和 瀝 青 工 業 ㈱ 4

Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓグ ロー ブエ ナジ ー㈱
八 代 営 業 所

1

ENEOS八代メガソーラー発電所

（ 株 ） 斉 藤 リ サ イ ク ル サ ー ビ ス

小 計 1(27) 1(5) 2 4 221 20 × 54 7 3 16 1 15 360 120

7 8 大7

(943) (16.9) 小12
2 310 3 7 36 2,550 4,03249 40 8 35 3 1,267

1,147 2 3

そ

の

他

の

事

業

所

合　　　　計 57 10 464 20 131

10 3 6 21 2,550 3,67277 42 37 8 19 3

3 1 2

1 1

㈱ Ｍ ｉ ｓ ｕ ｍ ｉ
八 代 支 店

7 35 20 7 7 3

1 1 5 300 1,224 2343 11 2 4 1 2

2,448 913 1 2

ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟ ﾝ ｵ ｲ ﾙ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ㈱
八 代 油 槽 所

19 1 56 20 22

2 7 2 3 16 2,25020 48 32 23 6 12×

　事　業　所　等

特

定

事

業

所

東 西 ｵ ｲ ﾙ ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ ㈱
八 代 油 槽 所

29 5 152

小　　　　計 55 6 243

土

　
の

　
う

油

処

理

剤

吸

　
着

　
剤

油

水

分

離

槽

作

　
業

　
船

オ

イ

ル

フ

ェ
ン

ス

巻

取

機

ト

ラ

ン

シ

ー

バ

ー

警

鐘

拡

声

装

置

サ

イ

レ

ン

ガ

ス

検

知

器

防

　
火

　
衣

防災設備等
消

火

水

槽

泡

原

液

槽

消

火

栓

消

火

器

消

火

ホ

ー

ス

放

水

ノ

ズ

ル

防

油

堤

×

×

×

八代地区共同防災組織 20 ×

20

1550 5 3 6

×

9

大 小

水

用

泡

用

基（ｔ） 基（KL) 基 個 個 ｍ 本 個 個 基 個 個 個 個 個 着 袋 Ｌ kg 基 艇 基

3 4 大4

(463) (7.8) 小6

2 2 大３

(103) (2.5) 小６

1

(350)

6 7 大7

(916) (11.9) 小12

松 木 運 輸 株 式 会 社 1(27) 2 4 188 ２０　× 4 2

八 代 地 区 共 同 防 災 組 織 2 9

㈱ ニ ヤ ク コ ー ポ レ ー シ ョ ン 5

松 藤 商 事 ㈱ 7

（ 有 ） 仁 徳 海 運 1 10 1 360 120

ま る し ん 運 輸 3

上 野 輸 送 ㈱ 3

昭 和 瀝 青 工 業 ㈱ 4

Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓグ ロ ー ブエ ナジ ー㈱
八 代 営 業 所

1

ENEOS八代メガソーラー発電所

（ 株 ） 斉 藤 リ サ イ ク ル サ ー ビ ス

小 計 1(27) 2 4 214 ２０× 4 2 10 1 9 360 120

7 7 大7

(943) (11.9) 小12
1,267 2 310 3 7 30 2,550 4,03281 44 37 8 29 3

3,672 1,147 2 3

そ

の

他

の

事

業

所

合　　　　計 57 10 457 20×

3 10 3 6 21 2,550２０　× 77 42 37 8 19

3 1 2

1 1

㈱ Ｍ ｉ ｓ ｕ ｍ ｉ
八 代 支 店

7 35 ２０　× 7 7 3

1 1 5 300 1,224 2343 11 2 4 1 2

2,448 913 1 2

ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟ ﾝ ｵ ｲ ﾙ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ㈱
八 代 油 槽 所

19 1 56 ２０　× 22

2 7 2 3 16 2,250２０　× 48 32 23 6 12

　事　業　所　等

特

定

事

業

所

東 西 ｵ ｲ ﾙ ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ ㈱
八 代 油 槽 所

29 5 152

小　　　　計 55 6 243

土

　
の

　
う

油

処

理

剤

吸

　
着

　
剤

油

水

分

離

槽

作

　
業

　
船

オ

イ

ル

フ

ェ
ン

ス

巻

取

機

ト

ラ

ン

シ

ー

バ

ー

警

鐘

拡

声

装

置

サ

イ

レ

ン

ガ

ス

検

知

器

防

　
火

　
衣

防災設備等
消

火

水

槽

泡

原

液

槽

消

火

栓

消

火

器

消

火

ホ

ー

ス

放

水

ノ

ズ

ル

防

油

堤
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修正前 修正後 修正理由等 P 

３ 八代広域消防本部の防災資機材等消防力の現況 

(２)消防資機材の現有力             R5.1.31現在 

３ 八代広域消防本部の防災資機材等消防力の現況 

(２)消防資機材の現有力             R6.1.31現在 

 

現況に即した修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

積

載

ラ

イ

ト

エ

ア

ホ

ー

ム

ノ

ズ

ル

高

ノ

ズ

ル

耐

熱

防

火

衣

チ

ェ

ン

ソ

ー

携

帯

無

線

ポ

ー

ト

パ

ワ

ー

船

外

機

付

ボ

ー

ト

強 3％ 本体 ボンベ

本

部

車 輌 積 載 4 9 1 1

車 輌 積 載 23 360 5 4 15 35 3 11 1

倉 庫 32 1 1 6 14 1 2

車 輌 積 載 15 5,970 3 3 6 12 3

7,040

車 輌 積 載 7 40 1 2 4 2

倉 庫 35 1 3 1

車 輌 積 載 10 20 3 6 1 3

倉 庫 60 1 5 3 1

車 輌 積 載 18 12 1 9 25 3 7 2

倉 庫 200 1 2 7 8 1

車 輌 積 載 12 40 1 4 8 2 3

倉 庫 1 198 2

車 輌 積 載 6 3 6 2

倉 庫 1 1

96 14,207 18 2 12 75 133 15 32 0 6

泉

分

署

氷

川

分

署

計

新

開

分

署

倉 庫

日

奈

久

分

署

坂

本

分

署

鏡

消

防

署

区　　　　　分

消

火

液

空

気

呼

吸

器

3％

八

代

消

防

署

5 6 1耐ｱﾙｺｰﾙ
用消火液

200
4 2 2

積

載

ラ

イ

ト

エ

ア

ホ

ー

ム

ノ

ズ

ル

高

ノ

ズ

ル

耐

熱

防

火

衣

チ

ェ

ン

ソ

ー

携

帯

無

線

ポ

ー

ト

パ

ワ

ー

船

外

機

付

ボ

ー

ト

強 3％ 本体 ボンベ

本

部

車 輌 積 載 4 9 1 1

車 輌 積 載 23 360 3 2 15 35 2 11 1

倉 庫 32 3 3 9 14 2 2

車 輌 積 載 15 5,970 3 3 6 14 3

7,040

車 輌 積 載 7 1 2 4 2

倉 庫 40 3 1

車 輌 積 載 7 20 1 3 6 1 3

倉 庫 60 3 1

車 輌 積 載 18 18 1 9 20 2 7 2

倉 庫 182 1 2 6 15 1

車 輌 積 載 12 40 1 4 9 2 3

倉 庫 198.5 1

車 輌 積 載 6 3 5 2

倉 庫 2 1

92 14,160.5 18 2 10 69 131 14 32 0 6

泉

分

署

氷

川

分

署

計

新

開

分

署

倉 庫

日

奈

久

分

署

坂

本

分

署

鏡

消

防

署

区　　　　　分

消

火

液

空

気

呼

吸

器

3％

八

代

消

防

署

3 1耐ｱﾙｺｰﾙ
用消火液

200
4 2
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修正前 修正後 修正理由等 P 

(３)八代市消防団（八代方面隊）、資機材及び人員の保有数 

R5.1.31現在 

(３)八代市消防団（八代方面隊）、資機材及び人員の保有数 

R6.1.31現在 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車ポンプ
小型動力ポンプ

付積載車
小型動力ポンプ 人　　　員

第 １ 分 団 1

第 ２ 分 団 1

八　　代 第 ３ 分 団 1 15

第 ４ 分 団 3

第 ５ 分 団 6

第 ６ 分 団 5

麦　　島 第 ７ 分 団 1 42

植　　柳 第 ８ 分 団 1 26

第 ９ 分 団 3

第 １ ０ 分 団 3

第 １ １ 分 団 1

第 １ ２ 分 団 4

第 １ ３ 分 団 3 2

第 １ ４ 分 団 1

第 １ ５ 分 団 1

第 １ ６ 分 団 3

第 １ ７ 分 団 3

第 １ ８ 分 団 3

第 １ ９ 分 団 2

第 ２ ０ 分 団 2

第 ２ １ 分 団 1

第 ２ ２ 分 団 1

宮 地 東 第 ２ ３ 分 団 1 2 15

第 ２ ４ 分 団 1

第 ２ ５ 分 団 1

第 ２ ６ 分 団 1

昭　　和 第 ２ ７ 分 団 2 3 43

第 ２ ８ 分 団 1

第 ２ ９ 分 団 1

第 ３ ０ 分 団 1 1

龍　　峯 第 ３ １ 分 団 6 106

全　校　区 本 部 分 団 24

合　　計 32 6 59 8 1,057

日 奈 久 58

二　　見 59

宮　　地 28

91

八 千 把 72

高　　田 57

郡　　築 113

金　　剛 122

松　　高

太 田 郷 128

校区名 分団名

消　　防　　資　　機　　材

代　　陽 58

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

自動車ポンプ
小型動力ポンプ

付積載車
小型動力ポンプ 人　　　員

第 １ 分 団 1

第 ２ 分 団 1

八　　代 第 ３ 分 団 1 15

第 ４ 分 団 3

第 ５ 分 団 6

第 ６ 分 団 5

麦　　島 第 ７ 分 団 1 42

植　　柳 第 ８ 分 団 1 26

第 ９ 分 団 3

第 １ ０ 分 団 3

第 １ １ 分 団 1

第 １ ２ 分 団 4

第 １ ３ 分 団 3 2

第 １ ４ 分 団 1

第 １ ５ 分 団 1

第 １ ６ 分 団 3

第 １ ７ 分 団 3

第 １ ８ 分 団 3

第 １ ９ 分 団 2

第 ２ ０ 分 団 2

第 ２ １ 分 団 1

第 ２ ２ 分 団 1

宮 地 東 第 ２ ３ 分 団 1 2 15

第 ２ ４ 分 団 1

第 ２ ５ 分 団 1

第 ２ ６ 分 団 1

昭　　和 第 ２ ７ 分 団 2 3 43

第 ２ ８ 分 団 1

第 ２ ９ 分 団 1

第 ３ ０ 分 団 1 1

龍　　峯 第 ３ １ 分 団 6 106

全　校　区 本 部 分 団 24

合　　計 31 7 58 8 1,057

太 田 郷 128

校区名 分団名

消　　防　　資　　機　　材

代　　陽 58

91

八 千 把 72

高　　田 57

郡　　築 113

金　　剛 122

松　　高

日 奈 久 58

二　　見 59

宮　　地 28
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修正前 修正後 修正理由等 P 

 

第３章 （災害応急計画）関係 第３章 （災害応急計画）関係   

１ 熊本県石油コンビナート等防災本部の組織・系統 

 (１)組織 

   イ.現地本部(災害が陸上の場合又は陸上及び海上にわたる場合) 

 

５ 災害情報等関係機関連絡先一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

石油コンビナート等現地防災本部 

本  部 長 八代市長 

副 本 部 長 熊本県県南広域本部長 

現 地 本 部 員 

 九州地方整備局長（熊本港湾・空港整備事務所長） 

 熊本海上保安部長（八代海上保安署長） 

 八代広域行政事務組合消防長 

 陸上自衛隊第８師団長（第８特科連隊長） 

 熊本県警察本部長（八代警察署長） 

 西日本電信電話株式会社熊本支店長 

 九州電力送配電株式会社熊本支社長 

（九州電力送配電熊本支社配電部 

八代配電事業所長兼配電グループ長） 

 八代地区特別防災区域共同防災組織運営委員長 

 その他防災本部員長が指名する本部員 

１ 熊本県石油コンビナート等防災本部の組織・系統 

 (１)組織 

   イ.現地本部(災害が陸上の場合又は陸上及び海上にわたる場合) 

 

５ 災害情報等関係機関連絡先一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

石油コンビナート等現地防災本部 

本  部 長 八代市長 

副 本 部 長 熊本県県南広域本部長 

現 地 本 部 員 

 九州地方整備局長（熊本港湾・空港整備事務所長） 

 熊本海上保安部長（八代海上保安署長） 

 八代広域行政事務組合消防長 

 陸上自衛隊第８師団長（西部方面特科連隊長） 

 熊本県警察本部長（八代警察署長） 

 西日本電信電話株式会社熊本支店長 

 九州電力送配電株式会社熊本支社長 

（九州電力送配電熊本支社配電部 

八代配電事業所長兼配電グループ長） 

 八代地区特別防災区域共同防災組織運営委員長 

 その他防災本部員長が指名する本部員 

 

 

組織改編による修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実情に即した修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９１ 

 

 

 

 

９２ 

 

 

 

時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者 時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者
機　　　　　　関　　　　　　名

昼間（勤務時間内） 夜間及び土日・祝日（勤務時間外）

八代労働基準監督署
　８：３０から

監督署 0965-32-3151 監督署長
　　　１７：１５から

所長宅 090-1516-4801 署長
１７：１５まで 翌日の８：３０まで

時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者 時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者
機　　　　　　関　　　　　　名

昼間（勤務時間内） 夜間及び土日・祝日（勤務時間外）

八代労働基準監督署
　８：３０から

監督署 0965-32-3151 監督署長
　　　１７：１５から

署長用携帯電話 090-1516-4801 署長
１７：１５まで 翌日の８：３０まで

時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者 時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者
機　　　　　　関　　　　　　名

昼間（勤務時間内） 夜間及び土日・祝日（勤務時間外）

　　　１７：１５から
振興課

危機管理担当
携帯電話

050-5475-5743 振興課長
１７：１５まで 翌日の８：３０まで

県　県南広域本部
　８：３０から

振興課
0965-33-3149

内線(2223)
振興課長

警備救難
当直室

0964-52-3104 当直班長
１７：１５まで 翌日の８：３０まで

熊本海上保安部
　８：３０から

警備救難課 0964-52-3104 警備救難課長
　　　１７：１５から

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者 時　　　　　間 連　絡　場　所 電　話　番　号 情報連絡責任者
機　　　　　　関　　　　　　名

昼間（勤務時間内） 夜間及び土日・祝日（勤務時間外）

　　　１７：１５から
振興課

危機管理担当
携帯電話

090-7160-0124 振興課長
１７：１５まで 翌日の８：３０まで

県　県南広域本部
　８：３０から

振興課
0965-33-3149

内線(2223)
振興課長

警備救難
当直室

0964-52-3103 当直班長
１７：１５まで 翌日の８：３０まで

熊本海上保安部
　８：３０から

警備救難課 0964-52-3103 警備救難課長
　　　１７：１５から
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修正前 修正後 修正理由等 P 

７ 予警報等の定義 

(１２)火山現象に関する情報 

 阿蘇山の噴火警戒レベル 

７ 予警報等の定義 

(１２)火山現象に関する情報 

 阿蘇山の噴火警戒レベル 

 

 

事例整理及び最新

の噴火事例を追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

対
象
範
囲

レ
ベ
ル

火山活動の状況
　住民等の行動及び
　登山者・入山者等

　　への対応
想定される現象等

５

（
避
難

）

　
　居住地域に重大な被害を
　及ぼす噴火が発生、ある
　いは切迫している状態に
　ある。

　
　危険な居住地域からの避難
等が必要。

　・溶岩流が居住地域に到達、あるいは切迫している
　【過去事例】
　　有史以降の事例なし
　　約2,700年前：溶岩流が往生岳から約５㎞まで到達
　　約3,300年前：溶岩流が米塚から約４㎞まで到達
　　約3,400年前：溶岩流が杵島岳から約６㎞まで到達
　　約4,800年前：溶岩流が中岳から約７㎞まで到達
　　約6,300年前以降：溶岩流が赤水付近まで到達（流出火
　　　　　　　　　　口は不明）

４

（
高
齢
者
等
避
難

）

　
　居住地域に重大な被害を
　及ぼす噴火が発生すると
　予想される（可能性が高
　まっている）。

　
　警戒が必要な居住地域で
の高齢者等の要配慮者の避
難、住民の避難の準備等が
必要。

　・溶岩流が発生し、さらに噴火が拡大した場合には居住地
　域まで到達されると予想される
　　【過去事例】
　　有史以降の事例なし

　
火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で
の

 
 

広
い
範
囲
の
火
口
周
辺

　
３

（
入
山
規
制

）

　居住地域の近くまで重大な影
響を及ぼす（この範囲に入った
場合には生命に危険が及ぶ）噴
火が発生、あるいは発生すると
予想される。

　
　住民は通常の生活。
　状況に応じて高齢者等の要
配慮者の避難の準備等。
　登山禁止や入山規制等危
険な地域への立入規制等。

　・火砕流が発生し火口から概ね４㎞以内に到達、あるいは
　 噴火活動の高まり等により到達が予想される
　【過去事例】
　　1958年6月：火砕サージが第一火口から約1.2㎞まで到
達

　・火口から概ね2㎞以内に噴石飛散、あるいは噴火活動中
　 の火孔閉塞等により噴石飛散が予想される
　【噴石飛散の過去事例】
　　1979年9月：噴石が泰一火口から約1.2㎞まで飛散
　　1958年6月：噴石が第一火口から約1.3㎞まで飛散
　　1933年2月：噴石が第二火口から約1.2㎞まで飛散

　
火
口
か
ら
少
し
離
れ
た
所

 
 
ま
で
の
火
口
周
辺

　
２

（
火
口
周
辺
規
制

）

　火口周辺に影響を及ぼす（こ
の範囲に入った場合には生命
に危険が及ぶ）噴火が発生、あ
るいは発生すると予想される。

　住民は通常の生活。
　登山者は火口周辺への立
入規制等。

・小噴火が発生し、火口から概ね１㎞以内に噴石飛散
【過去事例】
　1977年 7月：噴石が第一火口から約800mまで飛散
　1957年12月：噴石が第一火口から約700mまで飛散
　1953年 4月：噴石が第一火口から約800mまで飛散

・小噴火の発生が予想される
【過去事例】
　2005年4月、2004年1月、2003年7月：ごく小規模噴火

 
火
口
内
等

　
１

（
活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意

）

　
  火山活動は静穏。
　火山活動の状態によって、火
口内で火山灰の噴出等が見ら
れる（この範囲に入った場合に
は生命に危険が及ぶ）。

　
　状況に応じて火口内への立
入規制等

・火山活動は静穏、状況により火口内にとどまる程度の
　土砂噴出等の発生の可能性あり

居
住
地
域
及
び
そ
れ
よ
り
火
口
側

注１）　ここでいう噴石とは、主として風の影響を受けずに飛散する大きさのものとする。
注２）　レベル１～３は中岳第一から第七火口及び砂千里ヶ浜で発生する噴火を想定している。これ以外の場所で発生する噴火については、

　　　　今後ハザードマップ検討会で具体的な検討を進め反映させる予定。
注３）　噴火警戒レベルは、火山ガスに関する規制とは異なる。

対
象
範
囲

レ
ベ
ル

火山活動の状況
　住民等の行動及び
　登山者・入山者等

　　への対応
想定される現象等

５

（
避
難

）

　
　居住地域に重大な被害を
　及ぼす噴火が発生、ある
　いは切迫している状態に
　ある。

　
　危険な居住地域からの避難
等が必要。

　・溶岩流が居住地域に到達、あるいは切迫している
　【過去事例】
　　有史以降の事例なし
　　約3,300年前：溶岩流が米塚から約４㎞まで到達
　　約3,600年前：溶岩流が往生岳から約５㎞まで到達
　　約4,000年前：溶岩流が杵島岳から約６㎞まで到達
　　約4,800年前：溶岩流が中岳から約７㎞まで到達
　　約7,300年前以降：溶岩流が赤水付近まで到達
　　　　　　　　　　　　　　（流出火口は不明。蛇ノ尾付近）

４

（
高
齢
者
等
避
難

）

　
　居住地域に重大な被害を
　及ぼす噴火が発生すると
　予想される（可能性が高
　まっている）。

　
　警戒が必要な居住地域で
の高齢者等の要配慮者の避
難、住民の避難の準備等が
必要。

　・溶岩流が発生し、さらに噴火が拡大した場合には居住地
　域まで到達されると予想される
　　【過去事例】
　　有史以降の事例なし

　
火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で
の

 
 

広
い
範
囲
の
火
口
周
辺

　
３

（
入
山
規
制

）

　居住地域の近くまで重大な影
響を及ぼす（この範囲に入った
場合には生命に危険が及ぶ）噴
火が発生、あるいは発生すると
予想される。

　
　住民は通常の生活。
　状況に応じて高齢者等の要
配慮者の避難の準備等。
　登山禁止や入山規制等危
険な地域への立入規制等。

　・火砕流が発生し火口から概ね４㎞以内に到達、あるいは
　 噴火活動の高まり等により到達が予想される
　【過去事例】
　　1958年6月：火砕サージが第一火口から約1.2㎞まで到達

　・火口から概ね2㎞以内に噴石飛散、あるいは噴火活動中
　 の火孔閉塞等により噴石飛散が予想される
　【噴石飛散の過去事例】
　　2016年10月：噴石が第一火口から約1.2㎞まで飛散
　　1979年9月：噴石が第一火口から約1.2㎞まで飛散
　　1958年6月：噴石が第一火口から約1.3㎞まで飛散
　　1933年2月：噴石が第二火口から約1.2㎞まで飛散

　
火
口
か
ら
少
し
離
れ
た
所

 
 
ま
で
の
火
口
周
辺

　
２

（
火
口
周
辺
規
制

）

　火口周辺に影響を及ぼす（こ
の範囲に入った場合には生命
に危険が及ぶ）噴火が発生、あ
るいは発生すると予想される。

　住民は通常の生活。
　登山者は火口周辺への立
入規制等。

・小噴火が発生し、火口から概ね１㎞以内に噴石飛散
【過去事例】
　1977年 7月：噴石が第一火口から約800mまで飛散
　1957年12月：噴石が第一火口から約700mまで飛散
　1953年 4月：噴石が第一火口から約800mまで飛散

・小噴火の発生が予想される
【過去事例】
　2005年4月、2004年1月、2003年7月：ごく小規模噴火

 
火
口
内
等

　
１

（
活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意

）

　
  火山活動は静穏。
　火山活動の状態によって、火
口内で火山灰の噴出等が見ら
れる（この範囲に入った場合に
は生命に危険が及ぶ）。

　
　状況に応じて火口内への立
入規制等

・火山活動は静穏、状況により火口内にとどまる程度の
　土砂噴出等の発生の可能性あり

居
住
地
域
及
び
そ
れ
よ
り
火
口
側

注１）　ここでいう噴石とは、主として風の影響を受けずに飛散する大きさのものとする。
注２）　レベル１～３は中岳第一から第七火口及び砂千里ヶ浜で発生する噴火を想定している。これ以外の場所で発生する噴火については、

　　　　今後ハザードマップ検討会で具体的な検討を進め反映させる予定。
注３）　噴火警戒レベルは、火山ガスに関する規制とは異なる。
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修正前 修正後 修正理由等 P 

９ 避難所、避難経路及び避難対象区域等 

 (４)住民への伝達方法 

 ○伝達組織 

  各町内（大島町、郡築１～１２番町）市政協力員 

 

 

 

 

 

 

 

 R5.2.6現在 

担当町名 氏 名 

大島町 片岡 浩一 

郡築１番町１ 杉島 勇二 

郡築１番町２ 武原 正美 

郡築２番町 黒田 仁志 

郡築３番町 上原 健治 

郡築４番町 上村 和廣 

郡築５番町 釜賀 博之 

郡築６番町 楠本 清貴 

郡築７番町 中野 久 

郡築８番町 白石 勝敏 

郡築９番町 松村 砂夫 

郡築１０番町 福田 良一 

郡築１１番町 押方 光洋 

郡築１２番町 水田 典三 

９ 避難所、避難経路及び避難対象区域等 

 (４)住民への伝達方法 

 ○伝達組織 

  各町内（大島町、郡築１～１２番町）市政協力員 

 

 

 

 

 

 

 

 R6.1.1現在 

担当町名 氏 名 

大島町 片岡 浩一 

郡築１番町１ 杉島 勇二 

郡築１番町２ 武原 正美 

郡築２番町 黒田 仁志 

郡築３番町 上原 健治 

郡築４番町 上村 和廣 

郡築５番町 釜賀 博之 

郡築６番町 楠本 清貴 

郡築７番町 中野 久 

郡築８番町 白石 勝敏 

郡築９番町 松村 砂夫 

郡築１０番町 福田 良一 

郡築１１番町 押方 光洋 

郡築１２番町 水田 典三 

 

 

 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 
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修正前 修正後 修正理由等 P 

(５)避難対象地区 

 

１２ 自衛隊災害派遣要領 

 (７)自衛隊及び災害派遣要請機関の連絡場所 

機関 連絡窓口 電話番号 

第十管区海上保安本部 

熊本海上保安部 
警備救難課 0964-52-4999 

 

(５)避難対象地区 

 

１２ 自衛隊災害派遣要領 

 (７)自衛隊及び災害派遣要請機関の連絡場所 

機関 連絡窓口 電話番号 

第十管区海上保安本部 

熊本海上保安部 
警備救難課 0964-52-3104 

 

 

時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実情に即した修正 

 

 

 

 

 

１２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２８ 

 

 

 

 

熊本県石油コンビナート等防災計画【資料編】 新旧対照表（令和６年５月） 

R6.1.31時点

町   内 世帯数 男（人） 女（人） 計（人）

大島町 77 66 78 144

郡築１番町 768 674 750 1,424

郡築２番町 153 160 193 353

郡築３番町 209 157 253 410

郡築４番町 187 130 200 330

郡築５番町 103 106 114 220

郡築６番町 82 69 110 179

郡築７番町 120 113 142 255

郡築８番町 81 70 108 178

郡築９番町 151 96 175 271

郡築１０番町 203 102 223 325

郡築１１番町 184 114 252 366

郡築１２番町 369 199 449 648

計 2,687 2,056 3,047 5,103

R5.2.1時点

町   内 世帯数 男（人） 女（人） 計（人）

大島町 83 75 84 159

郡築１番町 751 686 742 1,428

郡築２番町 151 161 195 356

郡築３番町 185 161 232 393

郡築４番町 160 119 184 303

郡築５番町 102 116 113 229

郡築６番町 78 70 108 178

郡築７番町 126 109 155 264

郡築８番町 75 77 101 178

郡築９番町 135 100 159 259

郡築１０番町 180 103 207 310

郡築１１番町 173 113 242 355

郡築１２番町 316 192 399 591

計 2,515 2,082 2,921 5,003


